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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年5月2日(2013.5.2)

【公表番号】特表2012-532353(P2012-532353A)
【公表日】平成24年12月13日(2012.12.13)
【年通号数】公開・登録公報2012-053
【出願番号】特願2012-518898(P2012-518898)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  47/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/22    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  47/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビーム用フィルタ材料を製造するための複合物において、
　該複合物には、
　－　シリコーンと、
　－　当該シリコーンに拡散されている少なくとも１つの着色剤とが含まれており、
　前記複合物は、４００ｎｍと７００ｎｍとの間の波長のビームに対して２０％以下の相
対透過率を有しており、
　８５０ｎｍと１０２５ｎｍとの間の波長のビームに対して５０％以上の相対透過率を有
しており、
　前記シリコーンは、６０℃ないし１８０℃の領域において熱硬化可能である、
　ことを特徴とする、
　ビーム用フィルタ材料を製造するための複合物。
【請求項２】
　７００ｎｍと８５０ｎｍとの間にある波長のビーム用の前記複合物は、７００ｎｍにお
ける２０％以下から８５０ｎｍにおける５０％以上に増大する相対透過率を有する、
　請求項１に記載の複合物。
【請求項３】
　前記相対透過率は、７５０ｎｍを上回る波長において跳躍的に増大して、当該相対透過
率が少なくとも２倍になる、
　請求項１に記載の複合物。
【請求項４】
　前記着色剤は前記シリコーンにおいて均一に分散している、
　請求項１から３までのいずれか１項に記載の複合物。
【請求項５】
　前記着色剤は、前記複合物において２００μｍ以下の粒子である、
　請求項１から４までのいずれか１項に記載の複合物。
【請求項６】
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　前記複合物は、溶媒黄色１７９，溶媒黄色９３，溶媒黄色１１４，溶媒橙色６０，溶媒
橙色１０７，溶媒赤色１７９，溶媒赤色１３５，溶媒赤色１１１，溶媒赤色１９５，溶媒
赤色５２，溶媒紫色３６，溶媒紫色１３，溶媒青色９７，溶媒青色１０４，溶媒緑色３，
溶媒緑色２８から選択された少なくとも１つの着色剤を含む、
　請求項１から５までのいずれか１項に記載の複合物。
【請求項７】
　前記複合物には、３つのグループIないしIII
　I）　溶媒黄色１７９，溶媒黄色９３，溶媒黄色１１４，溶媒橙色６０，溶媒橙色１０
７，溶媒赤色１７９，溶媒赤色１３５，溶媒赤色１１１，溶媒赤色１９５，溶媒赤色５２
，
　II）　溶媒紫色３６，溶媒紫色１３，溶媒青色９７、溶媒青色１０４，
　III）　溶媒緑色３，溶媒緑色２８
の１つずつのグループからの少なくとも１つの着色剤が含まれる、
　請求項６に記載の複合物。
【請求項８】
　前記複合物には、ジアルキルシリコーンおよび／または芳香族シリコーンが含まれる、
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の複合物。
【請求項９】
　前記複合物には溶媒が含まれていない、
　請求項１から８までのいずれか１項に記載の複合物。
【請求項１０】
　ビームをフィルタリングするための材料において、
　請求項１から９までのいずれか１項に記載の複合物を硬化することによって得られるこ
とを特徴とする、ビームをフィルタリングするための材料。
【請求項１１】
　フィルタ材料用の複合物を製造する方法において、
　Ａ）　シリコーンを準備するステップと、
　Ｂ）　当該シリコーンを加熱するステップと、
　Ｃ）　ステップＢ）のシリコーンに着色材料を混ぜて拡散を発生させるステップと、
　Ｄ）　ステップＣ）の拡散を混ぜて混合物を生じさせるステップと、
　Ｅ）　ステップＤ）の混合物を６０℃と８０℃の間の温度に加熱するステップと、
　Ｆ）　ステップＥ）の混合物を拡散して、フィルタ材料用の複合物を生じさせるステッ
プとが含まれており、
　ここで前記複合物は、４００ｎｍと７００ｎｍとの間の波長のビームに対して２０％以
下の相対透過率を有しており、８５０ｎｍと１０２５ｎｍとの間の波長のビームに対して
５０％以上の相対透過率を有することを特徴とする、
　フィルタ材料用の複合物を製造する方法。
【請求項１２】
　Ｇ）　ステップＦ）の複合物を表面に被着して層を形成する付加的なステップを有する
、
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記層は、その全面積にわたって同じ吸収特性を有する、
　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　８５０ｎｍから１０２５ｎｍまでの波長領域の波長の電磁ビームを放射するかまたは吸
収するオプトエレクトロニクス構成素子において、
　当該構成素子は、請求項１０に記載された材料を含む構成部分または層をビーム路に有
することを特徴とする
　オプトエレクトロニクス構成素子。
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【請求項１５】
　前記層または前記構成部分は、昼光フィルタである、
　請求項１４に記載の構成素子。
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